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審 査 の 結 果 の 要 旨

氏 名 蒋 宏 偉

本研 究 は
､ 農村 部 の 市 場経 済 化 に と も な う 換 金 作 物 開発 が 村 落 社 会 の 生 存 構 造 を 急 速

に 変 化 さ せ つ つ あ る 中 国 ･ 海南 島 の 1 村 落 を 対 象 に し た 研 究 で あ り ､ 対 象村 落 が 換 金作 物

を 受 容す る プ ロ セ ス を 過去 2 0 年間 に わ た っ て 再 構 築 し ､ 換 金 作物 の 受 容 に か か わ る 世 帯

間差 の 要 因 分 析 を お こ な う と と も に
､ 換 金 作物 の 受 容 が 世帯 の 栄 養 摂 取 ､ 労 働 時 間 ､ 栄 養

状 態 ､ 生 活 の 満足 度 に ど の よ う な 影 響 を及 ぼ し た か を 検 討 し
,
下 記 の 結果 を 得 て い る ｡

1 . 換金 作 物導 入 の プ ロ セ ス に お い て ､ あ る 個 人 の 成 功 と い う エ ポ ッ ク イ ベ ン ト が ､ 村 落

レ ベ ル で 換 金 作 物 の 受 容 が す す む 重 要 な 要 因 に な っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た ｡

2 . エ ポ ッ ク イ ベ ン ト 前 の 時 期 ( 1 9 8 5 1 9 9 4 年) を 対 象 に し た 分 析 に よ る と ､
1 9 8 5

･ 1 9 9 4

年 の 世 帯 の 余剰 米 総 量 と 1 9 9 4 年 時点 で の 換 金 作 物畑 の 面 積 と の 間 に相 関関 係 が み ら れ

た ( S p e a r m a n
'

s r = 0 . 6 9
, p

= 0 . 0 0 1) ｡ 世帯 の 労 働 力 は 換 金 作物 畑 の 面積 と 関 連 し て い な

か っ た ｡

一

方 ､ エ ポ ッ ク イ ベ ン ト の 後 の 時 期 ( 1 9 9 5 ･ 2 0 0 4 年) を対 象 に し た 分析 で は ､

1 9 9 5
-

2 0 0 4 年 の 世 帯 労働 力 ( 成 人 の 数) が 2 0 0 4 年 の 換 金 作 物 畑 の 面 積 と 相 関 し て い た

( S p e a r m a n
'

s r = 0 . 5 7
, p

= 0 . 0 0 8) ｡
こ の 結 果 は ､

エ ポ ッ ク イ ベ ン ト の 前 と 後 で ､ 換 金 作

物 畑 の 開発 に 影 響 す る 世 帯 要 因が 変化 した こ と を 示 唆 し て い る ｡

3 . 食事 調 査 の 結果 に よ る と , 換 金作 物 期 に お け る 保 力村 の 成 人 1 人 あ た り エ ネル ギ ー 摂

取 量 は 9 . 9 M J ､ タ ン パ ク 質摂 取 量 は 6 8 . 2 g で あ っ た o 生 活 時 間調 査 に よ る と ､ 成 人 1

人 あた り 労働 時 間 は 4 . 6 時 間 で ､ そ の う ち 3 . 2 時 間 が 換 金 作物 栽 培 に 費や さ れ て い た ｡

労働 時 間 か ら 判 断 し て ､ 観察 さ れ た エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は ､ エ ネ ル ギ ー 消 費量 と 対 応 し て

い た ｡ ま た ､ 摂 取 タ ン パ ク 質 レ ベ ル は ､ 保 力村 で 消 費 さ れ る タ ン パ ケ 質 の 正 味 利 用 率

t

2 - 1



( N P U ) を 6 5 % と仮 定 し て 算 出 し た 安 全 摂取 レ ベ ル( 6 2 . O g) を 上 回 っ て い た ｡

4 . 世 帯 が 所 有 す る 収 穫 後換 金 作 物畑 の 面 積 と タ ン パ ク 質摂 取 量 と の 間 に は マ ー ジ ナ ル な

正 の 相 関 関係 が み ら れ た ( S p e a r m a n
'

s r = 0 . 5 5
, p

= 0 . 0 8) ｡ ま た ､ 世 帯 が 所 有 す る 収 穫 前

換 金 作 物 畑 の 面 積 と 換 金 作 物 栽 培 に 費 や す 労 働 時 間 と の 間 に は 正 の 相 関 関 係 が み ら れ

た ( S p e a r m a n
'

s r = 0 . 7 5
, p

= 0 . 0 1) ｡

5 . 成 人 を 対 象 と し た 生 体 計測 の 結果 ､ 平 均 B M I は 男性 で 1 9
-

. 6 ､ 女性 で 2 0 . 5 で あ っ た ｡

1 8 歳 以下 の 対 象者 に つ い て 中 国 の 生 体 計測 標 準 値 を も と に 計算 し た Z ス コ ア に よ る と ､

保 力 村 の 子 供 は 軽 い 低 栄 養状 態 に あ る こ と が 示 唆 さ れ た ｡ 成 人 お よ び 子 供 の 栄 養 状態 と

世帯 の 換 金 作 物 栽培 状 況 と の 間 に 一 貫 し た 関連 性 は み ら れ な か っ た 0

6 . 世帯 の 換 金 作 物 畑 面積 と ､ 申告 さ れ た 肉類 の 摂取 頻 度 ､ 年収 ､ 主 観 的 な 生 活 の 満 足度

と の 間 に は 関連 は み ら れ な か っ た ｡

本 研 究 で は ､ 調 査 者 が 現 地 の 言 語 を 習 得 し , 村 落 内 に 長期 間 住 み 込 む こ と に よ っ て 対 象

者 と の 人 間 関係 を構 築 し
,

こ の こ と に よ っ て ､ 換金 作 物 の 導 入 の プ ロ セ ス に か か わ る 詳細

な デ ー

タ を 収 集 で き た だ け で な く ､
こ れ ま で デ ー

タ の 少 な い 地 域 に お け る 食 事調 査 や 生 活

時 間調 査 を 実 施 す る こ と が で き た o さ ら に は ､ 地理 情 報 シ ス テ ム や リ モ ー

ト セ ン シ ン グ を

利 用 す る こ と で ､ 定 量 的 な 環 境評 価 ･ 土 地 利 用 変化 と 人 々 の 活 動 を 結 び つ け て 分 析 す る こ

と が で き た
｡

こ の よ う な 調 査 は 中 国 農 村部 に お い て ほ と ん ど例 が な く
､ 東 南 ア ジ ア に お け

る 人 類 生 態 学 ･ 農 村 開発 学 の 研 究 に 寄 与す る も の で あ り , 学 位 の 授 与 に 値 す る も の と考 え

ら れ る ｡
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